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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

スマートエスイー 修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育成

リサーチDX
～効率と質を兼ね備えた情報収集活動～

名前：藤田 文理

①要件定義

背景・目的
トップダウン・ボトムアップ双方向から要件を洗い
出し、MVP（Minimum Viable Product）を構築。リ
サーチDXならではのコア技術に着目し、基盤技
術の調査及び、基幹技術の簡易フィジビリティス
タディ実施。既存プロセスにリサーチDXを導入し
た場合の価値有無を第三者視点で評価実施（イ
ンタビューを実施）。

DXの導入は、製造業をはじめとしたあらゆる分
野・プロセスで当たり前になりつつあるが、顧客価
値創出の源泉にあたる「情報収集」へのDX適用は
十分ではない。
情報爆発の時代、限られた人的リソース下で、

効率と質を兼ね備えた情報収集活動の支援が可
能な「リサーチDX」の構想検討と一次評価を行う。

方法（手法・ツールの適用）

②要求仕様策定

CVCA
価値・ステークホルダを定義

ペルソナ
(重要度高い)人物モデルを想定

GDTA
実務者のSA要件を可視化

CJM
顧客体験を時系列で可視化

MoSCoW
優先順位付け、MVPを構築

ユースケース
要件のモデリング（システム具体化）
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④評価

③機能試作

GDTA:Goal Directed Task Analysis
SA:Situation Awareness

CJM:Customer Journey Map

MVP:Minimum Viable Product

CVCA:Customer Value Chain Analysis

まとめ

技術のフィジビリティスタディ
基幹技術の一部機能試作

自然言語処理技術の簡易調査
基盤技術・基幹技術の当たり検討

何を？ どのように？（モデル） 長所 短所
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word2vec 対象単語をその周辺の単語から学
習してベクトル化

• 語順情報を有していない

BERT (Bidirectional Encoder 
Representations from 
Transformers)

対象単語を双方向（文頭と文末）
から学習してベクトル化

• 語順情報を有している（文
脈の意味を学習）

• 計算効率が低い
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BOW (Bag Of Words) 単語の出現回数を出力 • 計算効率が良い • 検索対象に存在していない
単語では検索できない

• 文章の長さに依存する
• 意味的な表現を学習しない

TF-IDF (Term Frequency -
Inverse Document Frequency)

単語の出現割合を出力 • 文章の長さに依存しない • 検索対象に存在していない
単語では検索できない

• 意味的な表現を学習しない
SCDV (Sparse Composite 
Document Vectors)

文脈に応じた単語の出現割合を出
力

• 文章の長さに依存しない
• 語順情報を有している
• 高速

• 意味的な表現を学習しない

文
書
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文
書
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類
似
度

Doc2vec 文書を単語の集合として捉えベクト
ル化

• 語順情報を有していない

SentenceBERT 事前学習されたBERTモデルと
Siamese Networkを使い、文書をベ
クトル化

• 語順情報を有している（文
脈の意味を学習）

• 計算効率が高い

MeCab：品詞分類
Word2Vec：関連度分析

スクレイピングヒトとシステムが企画書を
双方向から評価・学習
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[Point] 初期構想段階であるため、実

現性よりも価値創出（インサイトの洗い
出し）に比重を置いた要件定義プロセ
スを構築、短期集中で実施

[Point] システム全体を俯瞰し、差異

化ポイント（コア技術）を明確化。インサ
イトから着想を得て、コア技術の要求
仕様を重点的にブラシュアップ

[Point] 簡便かつスピーディに基幹技

術のフィジビリティスタディを実施する
ため、機能試作はPython の豊富なラ
イブラリを利活用して実施

修了制作期間内に、構想検討から一次
評価までを効率良く実施し、リサーチDX
ならではの差異化ポイント”ヒトとシステ
ムが共に成長する” を明らかにすること
ができた。今後更なる深耕を図りたい。

[Point] 価値有無と新たな課題（アイ

ディア）を早期に把握するため、リーン・
スタートアップの顧客インタビューを参
考に、効率的に（安く早く）仮説検証を
実施

顧客インタビュー
リサーチDXの価値有無を検証

調査者の着眼点やクセ、熟練者のノウハ
ウを見える化し共有することで、企画立
案活動へのフィードバックも期待できる
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